
1分柘のパルス数を読み耽り.対応-iiと冊合した｡

装rlの抑麦に実際の弧庇とパルス間隔の対応につ

いてチェックした｡

今B]のテストでは.放飼切で2軌 ケージで2

流の計4qlにより.3日間連続でパルスを記録し

たo岡fuとして1時間晦の記録を解析し,検討を

行った｡以上のテストによりいくつかの成果が得

られた｡

I.テレメーターを装着することによって.遠隔

位r馴こおいてセンサー部の温度がリアルタイムで

碓己忍できることがわかった.フィールド調査にお

いて.ニホンザルの生態を解明するのに期待が持

てる.更に,温度センサーの位置,装着方法の検

討をする必要も認められた｡

2.放飼場では. 7:00-17:00.ケージでは

8:00-15:00までの.いわゆるE)tFIに.外気温と

皮乱 環境温が同様の変動バターンを示した｡し

かし.放飼場では17:00-7:00に外気温の変化に

皮乱 環境温が逆行する傾向さえみられた｡ケー

ジでは15:00-8:00に室内の温度変化は少ないに

もかかわらず.外気温との差が皮温,環境温度と

もに大きくなった｡放飼場,ケージとも,夜間に

関しては23:00.5:00にピークをもつ,2山型の

変化を示した｡すなわち,両方とも.日中は外気

温の変化に伴って変化し.夜間は生理的なリズム

によって皮温,外気温が変化すると思われた｡

自由:31

噴合接触関係が上 ･下顎骨形態に及ぼす影!馴こ

ついて

松下彰 (日本大 ･松戸歯学研)

成長期における歯牙の嘆頭干渉により顎顔面頑

丈の成長変異を経時的に計測するために,ニホン

ザル3頭 (オス2頭.メス1頭)を用いた｡その

うち1頭を対風.2頭 (オス1頭.メス1頭)を

実験群とし下顎左側第一大臼歯に唆合高径が2mm
拓くなる様に金属製の冠を盤著し,毎月正面と側

方X線規格写真を繰形.し距離計洲と角皮計測より
頭玉の偏位の状態を検討した.

結果として側方Ⅹ絞規格写穴より,対照では距

離計別と角皮計測において成長による増加が認め

られた｡一方,実験即においては対照と比較し干

渉存在により迎う所見が認められた.特にjTJ粧計

測においてGonialangIeおよびFHplancに対す

るMandibularplaneの角皮において対照の増加

とは.逆に減少が認められたOこれは白歯部の挺

山が歯列の後方に.てこの支点を形成し下顎位が

駒方回托したと考えられる｡また.正面X線規格

巧flよりFE那計測で対爪訳の正中線から左右の計測

点までの距離机 側方Ⅹ紋と同様に増加が認めら

れた.それに対し,実験群ではいずれの項目にお

いても対照と同様に相加幌向が認められており,

左右下顎角郡では左右に偏位していることより左

右の距離の追いが大きくなってきている｡次に角

皮計測についてであるが下!,Yn内部のFE離に認めら

れたように,右側偏位している実験群では正中に

対する左右下顎角部を結ぶ緑の内皮が右上がりの

状態となり,左側偏位している実験群では左上り

の傾向を示していた｡

以上のように成長時における唆頭干渉存在時の

顔面頭玉の偏位は認められた｡今綾.継続して成

長の観察を行い.成長終了前に装置を除去し顎の

偏位がどのように補正または促進されるかをみて

いきたい｡

自由:32

Macaca属の下垂休前葉の各種ホルモン産生細

胞における形態的へテE3ジェナイティについて

椀五 微･立花利公･波速利明

(東京慈忠医科大 ･第二解剖)

昨年度からの継続的研究として,ニホンザル下

垂体前掛 こおけるS-100タンパクを含有する液

胞一星状細胞について.その形態学的特徴,免疫

組織化学的特徴ならびに他のホルモン産生細胞と

の関係について検討した｡今回は加令変化につい

ても調べる為に,前回の若い雄2頭 (3歳令)に

加えて,新たに6-8歳令の成獣碓3頭の下垂体
前葉を加えて観察した.ニホンザルの液胞一星状

細胞は,動物の年齢に関わらず.抗ウシ脳S-
100タンパクウサギ血約に対しては.前年度の若

い雄の結果同様.免疫反応性は非常に弱く,染色

される細胞数も極めて少数であった｡S-100タ

ンパクには二校輔のサブユニット(a,β)が存

在する机 ウシ脳S-100タンパクはほとんどが
S-100βであることから.S-100タンパクサブ

ユニットに対する免疫染色性を検討した｡その結

果ニホンザルの液胞一星状細胞は,抗S-100a

モノクローナル抗肘 こ対しては非常に多数の細胞
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